
Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

A2でまとめた意見をクラス
全体に発表し、共有すること
ができる。

B2でまとめた意見を世界の
問題や、普遍的な概念と関
連させながら、クラス全体に
発表し、共有することができ
る。

世界の姉妹校と交流、関わ
りを持ち、サレジアンの生徒
としての在り方について意見
交換することができる。

A2 B2 C2:Critical

A1の意見をグループ間で共
有し合うことができる。

B1について理解したことを
グループ間で共有し、客観
的、多角的に考察、理解する
ことができる。

C1について、他者、グルー
プで共有することができる。

A1 B1 C1:Logical

キリスト教的価値観、人間
観、サレジアンについて感じ
た事、考えた事、疑問に思っ
ている事を意識化すること
ができる。

キリスト教的価値観、人間
観、サレジアンについて知
り、理解し、言語化すること
ができる。

キリスト教的価値観、サレジ
アン精神を学びを通して、成
長した事、生き方、在り方に
プラス面で影響を与えたこと
について意識化し、表現する
ことができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

・PBL型授業
・プロジェクト型のワークショップ

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・【A軸：感性に関して】感じた事、考えた事、疑問に思っている事柄の内容に関して（肯定的な内容な
ど）は評価対象としない。素直に自分の考え、疑問、思いを意識化し、まとめ、共有し、発表することを
目的とする。（振り返りシート）
・【B軸：知性・理性に関して】客観的、多角的に考察し、理解することができているかを評価する。（ミニ
レポート、振り返りシート）
・【C軸：行動に関して】学びのまとめとして、オリジナル性と具体性を持った内容、形式にまとめ、発表
することを評価する。（グループ活動、プレゼン）
・学びが自分の生き方、在り方にどのように影響を与え、どのように変化したかについては評価対象と
しないが、生徒の成長、人格形成に重要な要素であり、生徒の歩みをサポートする目的で確認する。
（振り返りシート）
・定期試験は実施しない。各学期、記述評価とする。

①サレジアン国際の教育理念であるキリスト教の中心メッセージ（自分、他者、社会、環境、超越的存在を大切にする）について。
②キリスト教的人間観による自己理解（欠点、弱さを含め大切な存在である）と自分との出会い、自己受容、自己開示、他者、社会との関わりについ
て。                                                                                                                                                                 　③サレジアンの
創立者たちの生き方、サレジアン精神（faccio io con gioia!)、世界のサレジアンを知り、関わりを持ちながら、自己の在り方、生き方について考え
る。

PPT・プリント
聖書（アプリ）

DVDなど

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

【1学期】
１．ミッション・スクールであるサレジアン国際学園の特徴（地の塩、世の光）
２．祈りについて/キリスト教の基礎知識（聖書）
3．サレジアン国際学園の創立者ドン・ボスコとマリア・マザレロについて
【2学期】
１．キリスト教の人間観と私　２．キリスト教の死生観　３．イエスの誕生クリスマス
 【3学期】
１．イエスの生涯と中心メッセージｰ社会貢献 　2.自己理解と社会貢献

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

１年間

キリスト教との出会い・自己との出会い 使用教材



Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

A2でまとめた意見をクラス
全体に発表し、共有すること
ができる。

B2でまとめた意見をクラス
全体に発表し、共有すること
ができる。

世界の姉妹校と交流、関わ
りを持ち、サレジアンの生徒
としての在り方について意見
交換することができる。

A2 B2 C2:Critical

A1の意見をグループ間で共
有し合うことができる。

B1について理解したことを
グループ間で共有すること
ができる。

C1について、グループ間で
共有し、サレジアンとして在
り方、理想像について、文献
や資料を参考にしながら、ま
とめ、発表することができ
る。

A1 B1 C1:Logical

サレジアン国際学園に入学
した動機、目的、期待、不
安、疑問を意識化することが
できる。

校歌、１８歳のプロファイルに
込められたサレジアン国際
学園の目指す教育理念、理
想像を理解することができ
る。

校歌に込められたサレジア
ン国際学園の目指す教育理
念、理想像について理解し
たこと、また、疑問点、不明
点を表現することができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

授業中のPBL型授業、個人ワーク、グループワーク

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・感じた事、考えた事、疑問に思っている事柄の内容に関して（肯定的な内容など）は評価対
象としない。素直に自分の考え、疑問、思いを意識化し、まとめ、共有し、発表することを目
的とする。（A1、A2）
・初めてキリスト教と出会い戸惑う生徒の感想や疑問を積極的に取り上げる。（B1、C1振り
返りシート）
・C1～C3は、サレジアンの理想像が文献や資料に裏付けされながらも、より自分事として、
オリジナル性と具体性を持った内容にまとめ、発表することを評価する。（グループ活動、プ
レゼン）
・サレジアンとしての理想像をオリジナル性と具体性をもってまとめ、発表することで、日常
生活の選択、行動がより主体的で責任あるものにつながることを意識させる。

サレジアン国際学園に入学した目的、動機を確認しながら、「建学の精神」や「教育目標」、「18歳のプロファイル」を通して、サレジアン
国際学園の教育理念を理解し、サレジアン国際の生徒としてのアイデンティティ、在り方について自分事として考える。

PPT・プリント
聖書（アプリ）

１８歳のプロファイル/校歌
本「青少年の友ドン・ボスコ」

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

1.サレジアン国際学園を選んだ私と使命：なぜサレジアンを選び、何を学びたいか、
何を期待しているか意識化し、分かち合う。（A1個人作業＋A2グループ活動）
２．建学の精神、１８歳のプロファイル、校歌から、サレジアン国際学園の目指す理想
像について学び、考察する。（B1解説と振り返りシート）
３．創立者の本や聖書を参考にしながら、自分たちが目指すサレジアン像をまとめ、
発表する。（C2）

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

１学期（４、５月）

ミッション・スクールであるサレジアン国際学園の特徴 使用教材



Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

A2でまとめた意見をクラス
全体に発表し、共有すること
ができる。

B2でまとめた意見をクラス
全体に発表し、共有すること
ができる。

世界の姉妹校と交流、関わ
りを持ち、サレジアンの生徒
としての在り方について意見
交換することができる。

A2 B2 C2:Critical

A1の意見をグループ間で共
有し合うことができる。

B1について理解したことを
グループ間で共有すること
ができる。

C1について、グループ間で
共有し、サレジアンとして在
り方、理想像について、文献
や資料を参考にしながら、ま
とめ、発表することができ
る。

A1 B1 C1:Logical

サレジアン国際学園に入学
した動機、目的、期待、不
安、疑問を意識化することが
できる。

校歌、１８歳のプロファイルに
込められたサレジアン国際
学園の目指す教育理念、理
想像を理解することができ
る。

校歌に込められたサレジア
ン国際学園の目指す教育理
念、理想像について理解し
たこと、また、疑問点、不明
点を表現することができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

授業中のPBL型授業、個人ワーク（祈り作成）、グループワーク

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・A1に関しては、評価対象としない。
・A2は、哲学対話形式を用いて「祈り」について考察する。発言内容は評価対象では
ない。参加態度、取り組みについて自己評価と教員の観察で評価する。
・B1～３は、祈りの目的、意味、聖書について、個人・グループで学術的、多角的に考
察し、まとめ、発表できているか評価する。
・C1は、個人的な祈りを捧げる行為のため、評価対象としない。
・C2、C3は、祈りの意味、目的を考慮しながら、オリジナル性をもった祈りを評価内
容とする。

①ミッション・スクールの特徴でもある「祈り」。人類にとって「祈る」という行為の意味、目的を考える。また、学校生活の中で唱える「主
の祈り」と「アヴェ・マリアの祈り」の構成、内容について学び、日頃の祈りを意識的に行うことにつなげる。
②キリスト教の基礎知識（聖書）について学ぶ。

PPT・プリント
聖書（アプリ）

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

1.「祈り」の認識の意識化と共有。（A1個人作業＋A2哲学対話形式）
２．「祈り」の一般的解釈の説明と「主の祈り」「アヴェ・マリアの祈り」の解説。（B1解
説＋振り返りシート）
３．２についてを学んだ上で、人類にとっての「祈り」の意味、目的について、文献など
を用いて考察する。（B3グループ活動・発表・振り返り）
４．キリスト教の基礎知識として聖書について学ぶ（B1解説＋振り返りシート）

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

１学期（６、７月）

ミッション・スクールであるサレジアン国際学園の特徴②　祈り/キリスト教の基礎知識（聖書） 使用教材



Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

心理学、社会学的な人間理
解について、知ることができ
る。

宗教と人間観、特にキリスト
教的人間観について理解
し、それに対して、自らの意
見を持つことができる。

B1での学びを通して、自己
理解、自己認識の変化を表
現し、世界の問題と関連づ
けて考え、他者の意見を尊
重しながら、意見を交わすこ
とができる。

A2 B2 C2:Critical

A1についてグループ間で共
有し合うことができる。

宗教と人間観、特にキリスト
教的人間観について自らの
意見を持つことができる。

B1での学びを通して、自己
理解、自己認識の変化を表
現し、他者と共有することが
できる。

A1 B1 C1:Logical

「自己」について、どのように
認識しているか意識化する。

宗教と人間観、特にキリスト
教的人間観について学ぶこ
とができる。

B1での学びを通して、自己
理解、自己認識の変化を表
現することができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

授業中のPBL型授業、個人ワーク、グループワーク

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・A1に関しては、評価対象としない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　・
A2は、哲学的対話を通して、「人とは何者か」について考察する。発言内容は評価対象では
ない。参加態度、取り組みについて自己評価と教員の観察で評価する。
・B1は、宗教と人間観の関係性、キリスト教的人間観について、学術的な理解をしているか
評価する。（振り返りシート）
・C1は、個人的な内省、振り返りの機会とし、評価対象とはしないが、多角的な自己理解、プ
ラスへの変化を大切にする。（振り返りシート）

「私とは何者か」「何のために生きているのか」という哲学的問いについて考えながら、また、宗教、特にキリスト教の人間観について学
びながら、自分の在り方、生き方について考える機会とする。

PPT・プリント
聖書（アプリ）

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

1.「人とは何者か」についての考えを意識化し、共有する。（A1、A2　哲学対話）「ア
ダムとエバ」、「カインとアベル」の物語から、時代を問わず人間に共通する「弱さ」「不
完全さ」に目を向ける。
２．心理学的、社会学的人間理解（A3）
３.宗教と人間観、キリスト教的人間観について学ぶ（B1解説＋振り返りシート）
４．３の学びを通しての自己理解、自己認識について、再度、考察する。（C１振り返
り）

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

２学期（６、７月）

キリスト教の人間観とわたし 使用教材



Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

世界で生じている自然災
害、戦争などで亡くなられた
方々を思い起こし、共に祈る
ことができる。

A2 B2 C2:Critical

A1についてグループ間で共
有し合うことができる。

折り鶴作り、追悼ミサを通し
て、亡くなられた方のため祈
ることができる。

A1 B1 C1:Logical

「死」について、どのように認
識しているか意識化する。

宗教と死生観、特にキリスト
教的死生観について学ぶこ
とができる。

B1での学びを通して、死生
観についての認識の変化を
表現することができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

授業中のPBL型授業、個人ワーク、グループワーク

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・A1に関しては、評価対象としない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　・
A2は、哲学的対話を通して、「死」について考察する。発言内容は評価対象ではない。参加
態度、取り組みについて自己評価と教員の観察で評価する。
・B1は、宗教と死生観の関係性、キリスト教的死生観について、学術的な理解をしているか
評価する。（振り返りシート）
・C1は、個人的な内省、振り返りの機会とし、評価対象とはしないが、多角的な自己理解、プ
ラスへの変化を大切にする。（振り返りシート）
・C2、C3は、どのように取り組んだか、自己評価とする。（振り返りシート）

死者の月である11月。死について考える機会としながら、亡くなられた方への追悼の祈りを捧げる。また、古代～現代において、人間が
どのように死者を悼んできたのかについて学び、「死者を悼む」とはどのようなことなのか、について自分なりに問い直す。

PPT・プリント

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

1.「死」についての考えを意識化し、共有する。（A1、A2　哲学対話形式）
２．宗教と死生観、キリスト教的死生観について学ぶ（B1解説＋振り返りシート）
３．２の学びを通しての自己理解、自己認識について、再度、考察する。（C１振り返
り）
４．折り鶴作り、追悼ミサを通して、亡くなられた方のために祈る。（C2、C3）

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

２学期（１１月）

キリスト教の死生観 使用教材



Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

C2で考察したことを、発表
し、実践することができる。

A2 B2 C2:Critical

A1についてグループ間で共
有し合うことができる。

クリスマスをどのように祝う
ことができるか、グループ間
で考えることができる。

A1 B1 C1:Logical

「クリスマス」について、どの
ように認識しているか意識
化する。

イエスの誕生について学術
的に学び、理解することがで
きる。

イエスの誕生の学びを通し
て、どのようにクリスマスを
祝うことができるか考えるこ
とができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

授業中のPBL型授業、個人ワーク、グループワーク

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・A1は、評価対象としない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  ・
A2は、発言内容は評価対象としない。参加態度、取り組みについて自己評価と教員の観察
で評価する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　・B1
は、イエスの誕生について、学術的に理解しているか評価する。（振り返りシート）
・C1～C３は、クリスマスを祝うための実践内容と準備への取り組みについて、教員評価、ピ
ア評価、自己評価する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                               　・
C３の具体的実践は、内容によって冬休みの取り組み課題とする。（結果報告レポート）

イエスの誕生について学び、クリスマスを共に祝う。イエスの降誕物語を学び、その出来事が当時の人々にとって、どのような意味を
持ったのか、また、現代の私たちにとってどのような意味を持つのか、ということについて考え、学ぶ。

PPT・プリント
動画

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

1.「クリスマス」についての考えを意識化し、共有する。（A1個人作業＋A2グループ
活動）
２．イエスの誕生について学ぶ（B1解説＋振り返りシート）
３．イエスの誕生物語のメッセージを自分事に引きつけて考察する。クリスマスのお
祝いを考察し、実践する。（C１～３グループ活動＋冬休みの課題）

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

２学期（１１、１２月）

イエスの誕生/クリスマス 使用教材



Year7/共通 教科／科目 時間数 ２/週

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

B２で話し合った事を論理的
にまとめ、全体発表すること
ができる。

A2 B2 C2:Critical

A1について、グループ間で
意見交換できる。

イエスの生き方と社会に影
響を与えた人物の共通点に
ついて意見交換することが
できる。

C1について、意見交換をす
ることができる。

A1 B1 C1:Logical

各自の持っている理想の生
き方、目指す在り方につい
て、意識化することができ
る。

イエスの生涯について、学術
的に理解することができる。
また、社会に影響を与えた人
物との共通点を考察するこ
とができる。

B１～３の活動を通して、自
分はどのような生き方、在り
方をしたいか振り返り、考察
することができる。

基礎（感性） 応用（知性・理性） 思考力（行動）

活

（
他

）

課題予定

授業中のPBL型授業、個人ワーク（自分の在り方、生き方シート）、グループワーク

礎

（
個

）

〈留意点・評価〉
・A1は、評価対象としない。
・B1は、イエスの生涯、中心メッセージについて、学術的に理解しているか評価する。（振り
返りシート）　また、社会に影響を与えた人物について調べた内容について評価する。（ミニ
レポート）
・B2、B3については、論理的に考察し、まとめられているか評価する。また、グループ活動
への参加態度を評価する。
・C1に関しては、個人的な振り返りとし、評価対象としないが、生徒の成長をサポートするた
めに大切な要素である。

イエスの生涯、メッセージと社会に影響を与えた歴史的人物の共通点を考察しながら、各自の生き方、在り方について考える。また、イ
エスが生きた社会状況とイエスが関わった人々の関係性に着目し、イエスがどのような生き方をしたのかについて学ぶ。

PPT・プリント
聖書（アプリ）

評価規準 単元内容

究

(

世
界

）

1.理想の生き方、目指す在り方について意識化する。（A1個人作業）
２．イエスの生涯、中心メッセージについて学ぶ（B1解説＋振り返りシート、B2グループ活
動）
３．イエスのメッセージを具体的に生きた人々について調べ、まとめる。
４．３で調べた人物とイエスの共通点について意見交換し、まとめ、発表する。（B2、B3グ
ループ活動）
５．４の活動を通して、自分の生き方、在り方について振り返り、考察する。（C1振り返り）
６．１～５で学んだことを踏まえて、自分は社会にどんな貢献をしたいか、どのようなことが出
来るのかについて考察する。

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 宗教

３学期（１、２、３月）

１．イエスの生涯と中心メッセージｰ社会貢献 　2.自己理解と社会貢献 使用教材


